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火星探査のための表層環境評価: 雲解像モデル CReSSの火星大気への適用
Assessment of Mars surface environment for a exploration program: application of CReSS
to Martian atmosphere
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日本の宇宙惑星コミュニティにおいて計画中の火星探査計画では,着陸機の設計および運用計画立案のために,着陸候
補地点の表層環境評価が必要とされている. 我々は表層環境評価を実施するための環境整備の一環として,雲解像モデル
CReSS (Tsuboki and Sakakibara, 2002)の火星大気への適用を進めている.

CReSSは準圧縮方程式系 (Klemp and Wilhelmson, 1978)に基づいた数値モデルである. 火星大気に適用するために,惑
星大気大循環モデル DCPAM (Takahashi et al. 2012)で使われている火星用の放射計算コード (Takahashi et al., 2006)を導
入した.地形,アルベド,熱慣性の値としてはMars Global Surveyorの観測データを用いる. CReSSに含まれている地球用
の暦は火星の自転および公転周期にあわせて変更した.

モデルの動作検証として,地形と大規模循環の効果を考慮しない理想化実験を多数実施した.まず始めに,同じ放射計算
コードを用いる鉛直 1次元の放射対流計算 (DCPAM-1D)と設定を揃えた比較実験を行い,地表面温度の日変化と地表面
熱収支が両計算で概ね一致することを確認した. 次に, NASAの火星探査ローバー Spiritと Opprtunityの観測地点の日射
量条件を与えた数値実験を行った. Spiga et al. (2010)と同様に乱流過程における混合長の定式として Deardorff (1980)を
用いることで,火星探査ローバーの観測した日中の鉛直温度プロファイルと整合的な計算結果が得られることを確認した.
これらの理想化実験を踏まえ,我々は着陸候補地点を想定したより現実的な数値実験を実施している. この実験において
は地形と大規模循環の効果を考慮する.大規模循環の効果は初期値および境界値として DCPAMによってシミュレートさ
れた火星全球気象データを導入することで考慮する.

本発表では,数値モデルの概要を示すと共に,これまで行った数値実験の結果を紹介する.

キーワード: 火星大気,惑星探査,数値計算,雲解像モデル
Keywords: Martian atmosphere, planetary exploration, numerical modeling, cloud resolution model

1/1


